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Ｍ
Ｐ
Ｓ
と
は
、
「小
さ
な
チ
ツ
プ
の
上

に
、
人
体
の
機
能
を
動
的
に
再
現
す
る

装
置
」
で
あ
る
。
従
来
の
細
胞
培
養
が

「静
上
し
た
試
験
管
」
で
の
評
価
で
あ

っ

た
の
に
対
し
、
Ｍ
Ｐ
Ｓ
は
そ
こ
に

「物

理
的
な
環
境
Ｌ
臓
器
と
し
て
の
生
体
機

能
」
を
持
ち
込
む
。

第
１
に
、
生
体
特
有
の

「物
理
的
刺

激
」
の
再
現
で
あ
る
。
フ
ィ
ジ
オ
ス
バ

イ
オ
テ
ッ
ク
の
チ

ッ
プ
内
に
は
、
血
液

等
の
流
れ
を
模
し
た

「液
流
」
が
生
み

出
さ
れ
て
い
る
。
血
管
内
皮
細
胞
な
ど

の
細
胞
は
、
こ
の
流
れ
に
よ
る

「
シ
ェ

ア
ス
ト
レ
ス

（せ
ん
断
応
力
と

を
感
知

す
る
こ
と
で
初
め
て
、
本
来
の
バ
リ
ア

機
能
や
代
謝
機
能
を
発
揮
す
る
。
第
２

に
、
異
な
る
細
胞
を
多
層
的
に
配
置
す

る

「共
培
養
」
技
術
で
あ
る
。
例
え
ば
、

薬
剤
が
吸
収
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
評
価

す
る
場
合
、
チ
ッ
プ
上
に
腸
管
の
上
皮

細
胞
と
肝
細
胞
を
立
体
的
に
重
ね
合
わ

せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
薬
が
膜
を
透
過

し
、
肝
臓
で
代
謝
さ
れ
て
血
管

へ
と
入

っ
て
い
く
動
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観

察
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

フ
イ
ジ
オ
ス
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
の

Ｍ
Ｐ
Ｓ
が
、
先
行
す
る
海
外
製
品

と

一
線
を
画
す
最
大
の
優
位
性
は
、

チ
ッ
プ
内
に
「自
律
的
な
血
管
網
」

を
構
築
す
る
技
術
に
あ
る
。
生
体

に
お
い
て
薬
剤
が
ど
の
よ
う
に
作

用
す
る
か
を
精
級
に
評
価
す
る
た

め
に
は
、
機
能
的
な
血
管
モ
デ
ル

の
存
在
が
不
可
欠
だ
。
従
来
の
平

面
培
養
し
た
血
管
を
用
い
た
試
験

と
は
異
な
り
、
同
社
の
Ｍ
Ｐ
Ｓ
で

は
、
人
間
の
毛
細
血
管
が
網
目
状

に
自
律
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
血
管

網
を
介
し
て
評
価
を
行
う
こ
と
で
、

薬
剤
が
組
織
に
届
く
プ
ロ
セ
ス
を

ヒ
ト
に
近

い
環
境
で
確
認
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
規
制
当
局
が
求
め
る
科

学
的
根
拠
と
し
て
の
信
頼
性
を
担
保
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

現
在
、
Ｍ
Ｐ
Ｓ
の
開
発
は
世
界
中
で

激
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
イ
ジ
オ

ス
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
が

「
日
本
発
、
国
内

唯

一
の
量
産
体
制
」
に
こ
だ
わ
る
理
由

は
、
創
薬
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

「安
定

供
給
」
と

「
品
質
」
に
あ
る
。
横
川
教

授
は
、
小
寺
名
誉
教
授
の
代
か
ら
続
く

精
密
加
工

・
製
造
技
術
を
武
器
に
、
デ

バ
イ
ス
の
高
機
能
化
に
注
力
し
て
い
る
。

そ
の
生
産
を
支
え
る
の
は
、
岩
手
県
八

幡
平
市
に
あ
る
製
造
拠
点
だ
。
岩
手
県

は
伝
統
的
に

「鋳
物
」
や

「精
密
機
械
」

の
集
積
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
同

社
は
こ
の
地
で
ア
イ
カ
ム
ス

・
ラ
ボ
と

連
携
し
て
、
射
出
成
形
に
よ
る
チ
ッ
プ

の
量
産
ラ
イ
ン
を
完
備
し
た
。
研
究
用

試
作
の
域
を
超
え
、
工
業
製
品
と
し
て

の
安
定
し
た
ク
オ
リ
テ
ィ
を
担
保
で
き

る
体
制
を
整
え
た
こ
と
は
、
世
界
を
相

手
に
す
る
創
薬
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
大
き

な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
な

っ
て
い
る
。

創
薬
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
最
大
の
経

営
リ
ス
ク
は
、
開
発
の
最
終
段
階
で
あ

る
臨
床
試
験
で
の
失
敗
だ
。
ひ
と

つ
の

新
薬
を
市
場
に
出
す
ま
で
に
数
千
億
円

も
の
巨
額
投
資
が
必
要
で
、
そ
の
成
否

は
企
業
の
命
運
を
左
右
す
る
。
三
木
氏

は

「動
物
実
験
を
ク
リ
ア
し
て
も
、
臨

床
試
験
で
脱
落
し
て
い
く
の
を
何
度
も

見
て
き
た
。
そ
の
た
び
に
莫
大
な
時
間

と
費
用
が
失
わ
れ
る
」
と
語
る
。
臨
床

試
験
で
の
失
敗
は
、
数
百
億
円
規
模
の

損
失
を
意
味
す
る
。

ヒ
ト
の
Ｍ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
評
価
に
よ

っ
て
、
臨
床
試
験
前
に

「
ヒ
ト
に
役
立

た
な
い
」
候
補
を
振
る
い
落
と
せ
ば
、
無

駄
な
投
資
を
削
減
で
き
る
。
「創
薬
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ツ
プ
と
失
敗
リ
ス
ク
の
低
減

こ
そ
が
、
私
た
ち
が
実
現
す
べ
き
価
値

で
す
」
。
創
薬
現
場
の
苦
し
み
を
知
る
三

木
氏
の
こ
の
確
信
が
、
３０
年
に
１
０
０

０
億
円
超
を
見
込
む
市
場
を
牽
引
す
る

力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

っ
て
い
る
。

フ
イ
ジ
オ
ス
バ
イ
オ
テ
ツ
ク
は
、
将

来
的
に
は
チ
ツ
プ
か
ら
得
ら
れ
る
膨
大

な
生
体
反
応
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
解
析
し
、

創
薬
効
率
を
高
め
る
包
括
的
な
受
託
サ

ー
ビ
ス
、
さ
ら
に
は

「
バ
ー
チ
ャ
ル
治

験
」
の
基
盤

へ
の
事
業
拡
大
を
め
ざ
し

て
い
る
。
「動
物
実
験
な
し
で
の
新
薬
申

請
」
を
可
能
に
す
る
評
価
指
標
の
国
際

標
準
化
。
そ
の
中
心
に
日
本
発
の
Ｍ
Ｐ

Ｓ
を
据
え
る
べ
く
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を

加
速
さ
せ
て
い
る
。ラ

イ
タ
ー

。
渡
辺
陽
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